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1. はじめに 

吉川ら[1]や宮崎ら[2]は 1 つのニューラルネットワーク

(NN)を用い入力する特徴を工夫して通年の気温を予測

した．しかし，気温は季節によって日較差や気温の高さ

など特徴が異なる．そのため学習データを特徴で分割

し，複数のNNで予測することで精度を高められると考え

た．本稿では，Mixture of Experts(MoE)を用いて気温を

予測し，学習データ自動分割の効果を検討する． 

 

2. 気温の予測と生じた問題 

MoEで気温を予測する前に，３層NNで気温を予測し

た．１時間毎の気温，気圧，湿度，風向，風量を 12 時間

分入力して，１時間先の気温を予測した． 

全季節が含まれるデータで学習した NN（通年 NN）と，

季節ごとに分割したデータで学習した４個の NN（季節

NN）のテストデータに対する誤差二乗平均を図 1 に示

す．秋を除き季節 NN の方が誤差は小さくなった． 

季節 NN（秋）を確認してみると，季節どおりの気温を

予測する場合は誤差が小さかった．一方で，秋だが気

温が冬並みという季節外れの気温が数日続く箇所では，

季節NNは大きな誤差を出した．このように季節NNでは

季節外れの予測が難しい． 

次に 4 個の季節 NN を用いて最も誤差が小さくなるよ

うに手動で組み合わせて理想の誤差二乗平均を計算し

た．その結果（図１,理想），通年 NN や季節 NN の 6 割

程度の誤差になることが分かった． 

以上のことより，気温を予測するときに学習データを

分割することで精度の良い予測が出来ると考えた． 

 

3.  Mixture of Experts の利用 

MoE は，図２のように複数のエキスパートネットワーク

（EN）の出力をゲートネットワーク（GN）で選択することで

最終的な出力を決定するものである[3]． 

例えば EN が季節に特化しているとする．暦上では秋

だが真冬のような気温を予測する場合に，GN が冬に特

化した EN を自動選択するようになれば，予測精度が高

まるだろう．そのため本稿では，学習データを自動分割

するために MoE を利用することにした． 

 

 
図１．季節 NN と通年 NN と理想の誤差二乗平均 

 

 
図 2． 気温予測の Mixture of Experts の構造 

 

4. 今後の予定 

まず，図 2 で示す MoE を作成する．次に比較対象と

して EN を季節 NN に固定し，EN の重みを更新せずに

GN のみを学習するネットワークを作成する． 

学習データを自動分割した MoE と暦通りに手動分割

したネットワークを比較することで，学習データ自動分割

の効果を検討する予定である． 
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